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1 : 法定福利費機能の事前準備 

 

ステップ 1 . 法定福利費の変更点 

建設業法の改正に伴い、見積書における労務費等の適正な確保を目的として、 

法定福利費・安全衛生経費・建退共掛金の明示が求められるようになりました。 

 

これに伴い、本丸では以下の機能を追加・変更しました。 

 

・法定福利費 

 従来の法定福利費を算出する機能に加え、法定福利費の明細を算出・表示する機能を追加しました。 

 

・安全衛生経費 

 積上分または率計算により算出できる機能を追加しました。 

 

・建退共掛金 

 充当日数(工数)に基づいて算出できる機能を追加しました。 

 

また、算出した法定福利費・安全衛生経費・建退共掛金を、見積書へ記載できます。 
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1.1 : 大分類名マスタの設定 

 

ステップ 1 . [マスタ管理]-[見積関連マスタ]-[大分類名マスタ]をクリックします。 
 

 
 

ステップ 2 . 大分類名マスタに区分が追加されました。 
 

 
 

[マスタ管理]-[見積関連マスタ]-[大分類名マスタ]を 

クリックします。 

大分類名マスタに区分が追加されました。 
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ステップ 3 . [F1 参照]から区分を選択します。 
 

 
 

ステップ 4 . 区分を「労務」として設定した分類が、法定福利費画面で労務費として集計されま

す。 
 

 
 

[F1 参照]から区分を選択します。 
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1.2 : 法定福利費の端数調整 

 

ステップ 1 . [システム設定]-[システム設定]をクリックします。 
 

 
 

ステップ 2 . 法定福利費の端数の調整桁と調整方法を設定できます。 
 

 
 

[システム設定]-[システム設定]をクリックします。 

今回「法定福利設定」タブが追加されました。 

法定福利費の端数の調整桁と調整方法を設定できます。 
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2 : 法定福利費機能の入力手順 

 

ステップ 1 . 総括画面か表紙画面で[F7 法定福利費]を選択します。 

法定福利費は、総括画面と表紙画面のそれぞれから入力できますが、 

入力した画面によって見積金額への反映方法が異なります。 

 

【総括画面から入力した場合】 

 法定福利費を「見積額とは別途計上する」または「見積額に含める」から選択できます。 

 

【表紙画面から入力した場合】 

 入力した法定福利費は「備考 1～5」に反映され、見積金額には反映されません。 
 

 
 

[F7 法定福利費]をクリックします。 
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ステップ 2 . 「直接工事費に対して計算する」か「労務費に対して計算する」を選択します。 
 

 
 

ステップ 3 . 「直接工事費に対して計算する」を選択した場合、各項目を設定します。 

労務割合または対象労務費のどちらかを入力し、 

設計労務単価を入力すると、工数が算出されます。 

また、労務割合と材料割合の合計が 100％以内となるように調整してください。 

残りの割合は経費割合として自動で調整されます。 

 

※労務割合と材料割合の合計が 100％を超えるとエラーとなり、次の画面へ進めません。 
 

 
  

まず、「直接工事費に対して計算する」か 

「労務費に対して計算する」かを選択します。 

労務割合または対象労務費のどちらかを入力し、 

設計労務単価を設定すると、工数が算出されます。 
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ステップ 4 . 「労務費に対して計算する」を選択した場合、労務区分を選択します。 
 

 
 

ステップ 5 . 労務区分を選択します。 
 

 
  

労務区分を選択した状態で、 

[F1 参照]をクリックします。 

該当の労務区分を選択して、ダブルクリックか、 

[F12 実行]をクリックします。 
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ステップ 6 . 労務区分を選択すると工数が算出されます。 

工数は、労務費を設計労務単価(初期設定の労務売価)で割って算出されます。 
 

 
 

ステップ 7 . 補足：材料割合・経費割合について 

労務費として集計された金額に材料費が含まれている場合など、 

労務費と材料費を分けて計上する必要がある場合に使用します。 
 

 
  

労務区分を選択すると工数が算出されます。 

【材料割合】 

 労務費として集計された金額に材料費が含まれている場合、 

 材料割合を設定し、対象となる材料費を入力することで、 

 該当金額を材料費として計上できます。 

【経費割合】 

 労務割合と材料割合をもとに、合計が 100％となるよう経費割合が自動で調整されます。 

 例えば、労務割合が 80％、材料割合が 10％の場合、経費割合は自動的に 10％となります。 

 

※労務割合と材料割合の合計が 100％を超える場合、 

 経費割合がマイナスとなりエラーが発生するため、次の画面へ進むことができません。 

 合計が 100％以内になるように調整してください。 
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ステップ 8 . 法定福利費の明細ごとの金額を確認します。 

法定福利費の各項目の料率は、手入力で編集できます。 

健康保険料率は加入している健康保険等によって異なるため、 

最新の料率をご確認の上、入力してください。 
 

 
 

ステップ 9 . 建退共掛金の金額を確認します。 
 

 
  

労務費から法定福利費の内訳金額が算出されます。 

建退共掛金は「320 円 × 充当日数(工数)」で自動計算されます。 

 

「元請等が証紙等購入」にチェックを入れると、 

建退共掛金は自動的に 0 円となります。 
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ステップ 10 . 安全衛生経費の金額を確認します。 

安全衛生経費は、「積上分を利用」と「率計算分を利用」のチェックにより、算出方法を選択できます。 

それぞれ単独で利用できるほか、両方を利用して算出することもできます。 
 

 
 

ステップ 11 . 積上分を利用する場合、安全衛生経費積上分の入力をします。 
 

 
  

【「積上分を利用」のみチェックを入れた場合】 

 登録した安全衛生経費の積上げ金額を計上します。 

 

【「率計算分を利用」のみチェックを入れた場合】 

 設定した安全衛生経費率をもとに金額を算出します。 

 

【両方にチェックを入れた場合】 

 積上分と率計算分を合算して計上します。 

安全衛生経費の積上分を入力する場合、 

「積上計算」をクリックします。 
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ステップ 12 . 安全衛生経費積上分の項目を入力します。 
 

 
 

ステップ 13 . 積上分の入力が終わったら、[F9 登録更新]をクリックします。 
 

 
  

安全衛生経費の積上分を利用する場合は、 

項目ごとに明細・数量・単価を入力します。 

[F5 標準登録]で登録すると、入力した明細・数量・単価を 

別の工事でも利用できます。 

入力が終わったら、[F9 登録更新]をクリックします。 
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ステップ 14 . 率計算分を利用する場合、自社の実績に基づいて算出した数値を入力します。 
 

 
 

ステップ 15 . 見積書への表示設定(総括画面から入力した場合) 
 

 
  

率計算分を利用する場合は、「労務費から算出」または 

「直接工事費から算出」を選択し、 

自社の実績に基づいて算出した数値を入力します。 

算出した法定福利費・建退共掛金・安全衛生経費を、 

見積書に表示するための設定を行います。 

 

見積書に法定福利費の金額や料率を記載する場合は、 

@から始まるパラメータを使用できます。 

例えば、「@D」を入力すると料率の合計が、 

「@F」を入力すると法定福利費の金額が表示されます。 
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ステップ 16 . 見積書への表示設定(表紙画面から入力した場合) 
 

 
 

ステップ 17 . [F2 パターン参照]をクリックして、入力した内容を登録します。 
 

 
  

算出した法定福利費・建退共掛金・安全衛生経費を、 

見積書に表示するための設定を行います。 

 

見積書に法定福利費の金額や料率を記載する場合は、 

@から始まるパラメータを使用できます。 

例えば、「@D」を入力すると料率の合計が、 

「@F」を入力すると法定福利費の金額が表示されます。 

必要な項目をすべて入力したら、[F2 パターン参照]をクリックして、 

パターンの登録を行います。 

登録した内容は、次回以降の見積作成時に利用できます。 
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ステップ 18 . 新規登録または上書登録をします。 
 

 
 

ステップ 19 . 入力が終わったら、[F12 実行]をクリックします。 
 

 
  

【登録済みのパターンを上書きする場合】 

 上書きしたいパターンを選択し、[F9 上書登録]をクリックします。 

【新しくパターンを登録する場合】 

 最下行を選択し、[F8 新規登録]をクリックして登録し、 

 わかりやすいようにパターン名を入力します。 

入力が終わったら、[F12 実行]をクリックします。 
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ステップ 20 . 総括画面から入力した場合、算出した法定福利費が工種の階層ごとに反映されます。 
 

 
 

ステップ 21 . 表紙画面から入力した場合、算出した法定福利費が見積書の備考 1～5 に反映され

ます。 
 

 
  

総括画面から法定福利費を算出した場合、 

算出した法定福利費が工種の階層ごとに反映されます。 

表紙画面から法定福利費を算出した場合 

算出した法定福利費が見積書の備考 1～5 に反映されます。 
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ステップ 22 . 今回の改正に対応した新しい見積書のテンプレートを追加しました。 

今回追加された「見積書(法定福利内訳付 A4 横)」では、従来の見積書の内容に加えて、 

法定福利費の内訳、建退共掛金、安全衛生経費を明記できるようになりました。 
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3 : 複合単価の事前準備 

 

ステップ 1 . 複合単価の変更点 

公共工事の積算基準の改定に伴い、複合単価の「その他費」が 

「諸経費」に変更され、計算方法が見直されました。 
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3.1 : 複合単価の端数調整 

 

ステップ 1 . [システム設定]-[システム設定]をクリックします。 
 

 
 

ステップ 2 . 複合単価の端数の調整桁と調整方法を設定できます。 
 

 
 

[システム設定]-[システム設定]をクリックします。 

「複合単価設定」タブの「その他費」が「諸経費」に変更され、 

「労務費」と「労務費以外」の 2 項目を設定できるようになりました。 

それぞれの諸経費について、端数の調整桁と調整方法を設定できます。 

中分類は既存の設定に合わせた内容が登録されていますので、 

必要に応じて変更してください。 
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4 : 複合単価の変更点 

 

ステップ 1 . 「初期設定」をクリックしてください。 
 

 
 

ステップ 2 . 複合単価計算率の初期設定を変更します。 

新規導入時は、「諸経費割合（労）」に 47％、 

「諸経費割合（労以外）」に 11％が設定されています。 

既に本丸をご使用のお客様は、「諸経費割合（労）」に従来の「その他率」が引き継がれ、 

「諸経費割合（労以外）」は 0％となるため、設定が必要です。 
 

 
  

「初期設定」をクリックしてください。 

「諸経費割合(労)」および「諸経費割合(労以外)」に、 

適用する諸経費率を入力してください。 

 

諸経費率は発注者・自治体等によって異なるため、 

適用する積算基準を確認の上、 

率を設定してパターン登録を行ってください。 
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ステップ 3 . 複合単価計算率に「諸経費割合(労)」と「諸経費割合(労以外)」を追加しました。 
 

 
 

ステップ 4 . 複合単価計算書に諸経費が出るように変更しました。 
 

 
 

初期設定で設定した諸経費割合が、 

資材選択時の複合単価計算率に反映されます。 

複合単価計算書を更新し、諸経費 1 と諸経費 2 として 

表示できるようになりました。 


